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事故発生日 市町村 性別 年齢 死亡時の状況
１２．１４（水） 福井市 男 ７８ 除雪中に脳疾患
大野市 男 ６２ 車庫の雪下ろし中にはしごから落下，窒息死
大野市 男 ６６ 庭での除雪後，心筋梗塞
勝山市 男 ５４ 屋根の除雪中に落下，凍死
１２．１６（金） 上志比村 男 ７６ 車庫の雪下ろし中，心筋梗塞
１２．１８（日） 勝山市 男 ６７ 屋根の除雪中急性心不全により転落死
大野市 男 ５９ 知人宅の除雪，休憩中に意識不明，２日後死亡
１２．２４（祝） 勝山市 男 ７２ 積雪による倒壊家屋の下敷き
南越前町 女 ５８ 小屋からの落雪を除去中に再度落雪，窒息死
大野市 男 ７９ 自宅裏の用水路へ転落，病院で死亡
１２．２８（水） 勝山市 男 ７７ 二階屋根の除雪中転落，首の骨を損傷
１． ８（日） 越前市 女 ８６ 屋根からの落雪に埋まる
１．１１（水） 越前市 男 ７１ 自宅屋根から落下，くも膜下出血，３日後死亡































































































１５歳以下 １５～２９ ３０～５９ ６０～６４ ６５歳以上
大野市平沢領家 １０（１７．９％） ６（１０．７％） ２２（３９．３％） ２（３．６％） １６（２８．６％）
大野市堂島 ７（１５．９％） ７（１５．９％） １６（３６．４％） ３（６．８％） １１（２５．０％）
大野市新塚原 １０（１２．５％） １３（１６．３％） ２８（３５．０％） ７（８．８％） ２２（２７．５％）
大野市全体 ５，７９４（１４．９％） ２３，６６２（６０．９％） ９，４１１（２４．２％）
勝山市鹿谷北西俣 ２５（１２．４％） ２９（１４．４％） ８２（４０．６％） １０（５．０％） ５６（２７．７％）
勝山市全体 ４，１６２（１４．８％）４，３５５（１５．５％）１０，６６７（３７．９％）１，７６２（６．３％）７，１９７（２５．６％）
越前市安戸町 ２（１１．８％） ３（１７．６％） ５（２９．４％） １（５．９％） ６（３５．３％）
旧武生市全体 ２，３５１（１４．７％）２，９３１（１８．３％）５，７６８（３６．０％） ９８９（６．２％）３，９７７（２４．８％）
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３．なぜ高齢者に死亡事故者が多いのか
今回の豪雪死亡者の全員の住宅や集落を観察した．観察と新聞記事を併せ判断すると，高齢者の単
独あるいは夫婦（？）世帯は２世帯である．その他の世帯は３名以上の世帯であり，多くは成人した
子供たちと同居していると思われる．すなわち，雪害死亡事故に遭遇した家族は過疎化，高齢化の環
境にあるが，高齢者が雪下ろしや除雪をせざるを得ない状況にあった例は少ない．
表１には死亡事故の発生曜日も記入されている．１４件の内，平日が８件で，日曜・祝日が６件であ
る．平日の日中は若年層は職場に出かけており，家を守る高齢者が除雪・雪下ろしをしたことは理解
できるが，日曜・祝日は高齢者でなくても除雪作業に取りかかることができる．平日のみならず，休
日にも高齢者のみが除雪作業に従事した場合には，必然的に死亡事故者は高齢者に限られてくる．
図１１：勝山市鹿谷町北西俣，同野向町横倉，勝山市全体の一世帯当りの平均構
成員数の経年変化
１９９８～２００５年の住民基本台帳人口動態表より作成した．人口を世帯数で割った
値である．
図１２：大野市平沢，同堂島，大野市全体の一世帯当りの平均構成員数の経年変化
１９７１～２００５年の住民基本台帳人口動態表より作成した．人口を世帯数で割った
値である．
福井地域における平成１８年豪雪死亡事故と過疎・高齢化との関連性
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４．総合的な解釈
雪害による死亡事故が過疎化・高齢化が進展した集落に多く発生した傾向は確認できるが，これら
の集落には高齢者のみが生活しているわけではない．表２や現地調査からも分かるように，集落には，
高齢者のみの世帯，高齢者を含む家族世帯，それに非高齢者家族の世帯が存在し，あらゆる世帯の住
居に共通して積雪があったはずである．すなわち，除雪の必要性は，高齢者世帯に限られるものでは
ない．それ故，１）除雪作業には非高齢者も従事した，２）除雪の必要性が低い段階から高齢者が積
極的に除雪作業に従事した，あるいは３）高齢者住宅は老朽化が進んでおり早急な除雪が必要であっ
たなどの状況が考えられる．現地調査では３）は否定される．雪害死亡者の住宅は特別に老朽化が進
んでいることはない．２）についてはありそうである．高齢者の律儀さ，生真面目さ，それに今後ど
の程度の雪が降るか分からないので，早い内に除雪しておこうという経験から導き出される判断から，
非高齢者が除雪に取りかかる前に除雪し始め，結果的に除雪に従事した高齢者数が人口比より多くな
り，雪害死亡者も高齢者が多くなったということはありそうである．平日の除雪も２）と同じケース
である．１）の場合，高齢者も非高齢者も除雪作業に従事したが，高齢者にのみ死亡事故が発生した
ことを意味する．この場合もありそうである．高齢者にも非高齢者にも転落事故や落雪により埋没す
る可能性は等しく存在するが，運動能力や健康状態は非高齢者に比べて高齢者は劣っており，その違
いにより高齢者に死亡者が偏ったとも考えられる．過疎化にあまり関係ない市街地でも高齢者死亡者
が多いことの原因はやはり１）と２）で説明ができる．今後ますます少子高齢化が進行すると考えら
れている．少子高齢化の波はやがて市街地にも及んでくる．その段階になれば，市街地での高齢者の
積雪死亡事故も増加する可能性は大きい．しかしながら，積雪量は市街地より山間部に多いこと，住
民サービス（除雪サービスなど）は市街地が先行すること，さらに，市街地には非高齢者も多いこと
などから，相対的には，都市周辺山間部で被害が大きくでる傾向は継続するであろう．
今回の降雪は，１２月１３日未明から降り始め，１４日には福井市で４９㎝，大野市で１４７㎝に達した（雪
対策技術グループ，２００６）．勝山市で１５０㎝近くの積雪があったと思われる．一般に積雪量が３尺（１００
㎝）に達したら屋根の除雪をするようにと言われている．今回の積雪に関して言えば，大野市や勝山
市では，降り始めた翌日には除雪作業が必要となった．スポーツに例えれば，準備体操をする暇もな
く激しい運動を始めたことになる．さらに今回の積雪の初期の雪は例年より密度が大きく，重い雪で
あった（松田，２００６）．１４日に４名の死者が出た原因の一端は，突然の積雪であったことと密度が大
きい雪であったことにもある．高齢者にとっては非常に負担の大きい除雪作業であったと思われる．
降雪期間中であれば，家族やボランティアが積極的に除雪作業に参加することにより高齢者の負担を
取り除くこともできよう．しかし，今回の雪害は，ボランティアなどを用意する時間的余裕がなかっ
た．
一般に，積雪量は市街地より周辺の山沿いの方が多くなる傾向にある．今回も大野市や勝山市の市
街地より，死亡事故が発生した山沿い集落の方が積雪量が多かった可能性がある．市街地では除雪の
必要がない段階に山沿い集落では雪害の危険性が認識され始め，高齢者がそれへの対処を始めたため
事故に遭遇したのであろう．
５．雪害死亡事故を防ぐためには
過疎高齢化は高齢者の雪害死亡者数の増加につながっているが，それだけで，今回の雪害死亡者の
年齢的特徴を説明することはできない．高齢者の行動パターンに原因の一端があることが明らかにな
った．高齢者の除雪作業は危険度が大きいことは分かっていても，高齢者にとってみれば，だからと
いって除雪作業を取りやめることはできない．高齢者の生真面目さ，律儀さは褒められることはあっ
ても非難されるべきではない．本論の検討で，積雪初期の死亡事故の大きな原因の一つが突然の降雪
であることが推定された．突然の降雪による死亡事故を防ぐには，２つの方法が考えられる．一つは，
突然の積雪であっても，高齢者は自分の体力や筋力を考え，無理をしないことであり，もう一つは，
無理をしても緊急な除雪が必要かどうかを判断させる降雪予報である．降雪が落ち着くなら，ゆっく
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りを時間をかけて除雪を行うことにより，少なくとも心臓疾患などの健康障害の発生も少なくなるで
あろう．
今回の死亡事故の内いくつかは屋根からの転落や落雪による埋没・凍死が原因となっている．これ
らの事故は除雪作業を高齢者がしなくてはならない場合にでも，複数で行えば，事故後早期に発見さ
れ，死亡事故に至らなかったかもしれない．隣近所が同時に除雪作業を開始し，終了後には相互に確
認するようにすることも必要であろう．
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